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ミ主
小 学 校 教 諭

丼上清三さんは川崎市立小倉小学校の先生です。

9年 前に、丼上先生が川崎市立住吉小学校にいたときに、らくだ教材を入ねているのですが、

これが日本の学校現場でらくだ教材が使わねるようになつた最初です。

ここで2年 使つてから、小倉小学校に移り、ここで7年 間らくだ教材を使つています。

どんなきつかけでらくだ教材を使うようになり、どのように続けてこらねたのか、

そのあたりを中心に話を間いてみました。

10間 中 1間できたら「できた」ですすめるやり方を やらずにすむようになりました

「らくだ」は新鮮だつた!

平丼:も う「らくだ」を始めて何年にな

りますか?

丼上:正確には、9年目ですね。

平丼:「 らくだ」をやって、見えてきた

ことはありますか?

丼上:算 数で水道方式を以前やつてい

て、子どもは理解すれば必ずできるよう

になると思っていたのですが、10年ぐ

らいやっても、それでは成績があがらな

い。だけど、プリントを何枚もやつてい

くと、必ずできるようになるんだな、と

感じましたね。

平丼:そ 祖は、「らくだ」を入れて、すぐ

わかつた?

丼上:入 れて1年目ぐらいで、「ああ、こ

ういうものなんだな」と思いました。や

つぱり、「子どもが何回も計算をやる」

ということが大事なんだな、と。例えば、

「1+1が 2になる」ということが「わかる」

ということ、それに慣ねてしまっていま

した。そねが、平丼さんがよく言わねる

ように、あとで、「1+1は 何で2になるの

か」ということがわかる段階で 「ああ、

そうなんだ」となる学習がいいのかな、

と思いました。

平丼:丼上さんは、結構、「意味がわかる」

ということをやつていたんですよね?

丼上:そ うです。そねで、いろんなプリ



ントを出して、子どもがそねに対して何

か言つて、公式を導き出したり 、とい

うのをメインでやつていたのですが。

平丼:「 意味がわかる」、「子どもが気

づく」みたいな。

丼上:そうです。そういうものが算数の

授業じゃないか、と思つていたのです。

そねが、「らくだ」はただ問題をやつて

もらうとか、こちらが何も言わないで「こ

れをやろう」と、それも全然教えもしな

いで、というのが、びつくりしました。教

えないで、裏の答えを見て自分なりに

考えるとか。なまじ私が言うと、混乱し

てやりたくなくなつてしまう。その辺りが、

ものすこく新鮮でした。

平丼:新鮮だつた?

丼上:かなり。

平丼:結 構、余計なことやつていた、み

たいな感じですか?

丼上:それはそうです。かえって余計な、

洗脳する感じになっていたかな、と、今

では思います。

子どもを前に、

悩む箇所が違つてきました。

平丼:子どもを見直した、みたいなとこ

ろがありますか?

丼上:見 直した、というのもそうかもし

ねませんが、自分自身がちょつと変だつ

たな (笑)、と思います。「子どもができ

ないのは自分のせいだ」と前は思つて

いたし、教える確固とした理論というの

が、自分はまだつかめていないんじゃ

ないか、と、ずっと思つていました。そ

れが、「らくだ」を与えることで、子ども

が勝手にできるようになつていったの

で 。ただ、そのできるようになってい

く過程で、「もうやらない」としヽう子ど

もの拒否、勉強の中身とは違う問題に

対処する時にどうしたらしヽいか、という

そちらの方が、なかなか難しい 。反面、

そういうところで悩む自分は前と違う

なと思います。

平丼:悩 む箇所が変わつてきた?

丼上:そ うです。前は、自分の教え方を

もっとどうにかしようと、例えば 「水道

方式」の講習会とかに行つて吸収すベ

きだなと思つていたのですが、違う(笑)。

もつと、「本当に子どもはそう思つてい

るのか」とか、「嘘を言つているんじゃ

ないか」とか、「本当は何をしたいのかな」

と/DN、そちらの方を見るようになった感

じがしますね。

平丼:「何をしたいのかな」つて?

丼上:「やめたい」って言つているけど、

本当にそうかと。

平丼: 子どもの言葉を真に受けない、

ということ?

丼上:そ うですね。真に受けないでどう

するかというところで悩みましたけれど、

以前は、問題にもしませんでしたから。

だから、やりたくない奴には、「やれ|」

という感じでした。

平丼:や りたくないなんてことは、許さ

なかつた|

丼上:許 さないです (笑)。気迫もあり

ましたし、ひつぱたきました。それで、ひ

つぱたきながらやらせてもできない子

がわかるようにするには、それなりの教

授法があるんじゃないかと思つていた

んです。それを突き詰めてやっていくと、

何度も計算をやらせてもおかしいんじ

ゃないかと、あまり計算をやらせなくな

つていた。理解すねばそねでいい。10

問中1間できねばいい。そういうふうに

なつていたんですけねども。ところが、「ら

くだ」は違うから(笑)。…そういうとこ

ろがすこく新鮮だつた。そ祖で、平丼さ

んや (横浜の指導者の)中城さんの子

どもの対し方を見ていると、「なんでこ

んなに先生がラクになれるの/DNな」(笑)。

楽しくやれるのかな、と 。

平丼:で も、それって 「教育の根本」み

たいな間題ですよね?

丼上:そ うですね。今思うと、そうです

ね…。

平丼: 何か子どもにかかわろうと思つ

た時、子どもはやらないですよね。そし

て、やるかやらないかは間題じゃないと。

それでいて、子どもができなかったら、

教え方が悪いんだから授業研究しなく

ちゃいけないと思つて、そつちのほうを

一生懸命やつていたんだよね。どうや

つたらやる気になつてやるかなんてこ

とは関係なくて、わかるかわからないか

を閏題にすると、どうすればわかるよう

になるかが先生のテーマになってしま

うんだよね。

丼上:まさにそうです。そねしかないと

思う。

平丼:そういうのをやつていて、よく「ら

くだ」をやる気になつたね (笑)?

丼上:だ から(笑)、それは、やつぱり先

生を辞めようと思つて 。自分で苦しく

なつていたんです。それに、もう、全然

面白くもないし。

平丼:やつぱり真面目だつたんだよね?

丼上: そうです。今でも真面目なんで

すが (笑 )。

平丼:真面目だから悩むんだよね。

丼上: そうですね。奥さんにも言われ

ますよ。

平丼: それで、自分が一生懸命やるだ

けじゃ、子どもはやるようにならない。

方法がない。万事休す?

丼上:「 やるようにならない」と思つた

わけじゃなくて、自分でクビが絞まつて、

もう苦しかつたんです。動けなかつた。

それで、その発散場所として、「君が代」

とか 「日の丸」のほうとか 。(笑)

平丼:自 分がやつていて、子どもが思い

通りにならなくて苦しくなつたのを、学
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校の生徒の在り方とか国のやりようとか、

そつちのほうに関心がいつちゃったんだ?

丼上: そうですね。そんなに学校が強

制的にやつていたらダメだ、子どもは自

立すべきだとか言いながら、教室でそ

ういう5、うにやつて、自分でクビを絞め

ていたんです (笑)。

平丼:結 局は、自由にさせながら、肝心

なところで管理していたんだよね。

「え～ !こんな小学校5年生のプ

リントが何でできないんだろう!」

平丼: そねで、「らくだ」に出会つた一

番最初のきつかけは何だつけ?

丼上:平 丼さんの考現学の会に入つて

いて、(福島県)三春町の岩江中でやつ

ているということで関心を持つて、平丼

さんに「岩江中でやつているんだけど、

学校ではできない?」と間/DN机たんで

すが、最初は難しいだろうな、と思つて

いました。でも一応、「らくだのブリント

はやつてみよう」と…。

平丼:「やつてみよう」と思つたのは、ど

うして?

丼上:考 現学の課題か何かで、「(算数

のプリント)小5-25を やつてみよう」と

いうのがあつて、見事にできませんでし

た。そねが、すこく嬉しかつたというか

(笑)。「え～| オレ、工学部で算数

が得意だつたのに、こんな小学校5年 生

のプリントが何でできないんだろう|」と、

あねはびっくりしました。

平丼:すこいね| このプリントはね。(笑)

丼上:し やヽ、約分で、13とか23が 入る

のは、こねは間違しヽじやないか、と思い

ました。あれは、全然できなかつた。結

果は目安 15分 のところ21分 /DNかつて、

ミスが3個 でした。

平丼:2]分 で最後までしヽったんでしょ?

それは、すこくできるんだよ。

丼上:だから、「小5-25」 をやったのが、

きっかけですね。嬉しかったというか。

平丼:何で嬉しいの?

丼上:ワクワクしたつていうか。

平丼:で きないことがあると嬉しいの?

自信があつたんだ、いろんなことに?

丼上: そうでもないですね。いろんな

ことに劣等感を持つていましたから。で

tl、目標があると、嬉しくなる。絶対合

格してやるという感じで八マリました。

平丼:そ れで、学校で始めたのは、自分

の 「らくだ」の学習を始めてすぐ?

丼上:そ うですね。それに、子どもがや

るプリントを先生が自分でやるという

のは、ないじゃなしヽですか? 今、考え

ると、そこが転換点だつたんじゃないか

と思います。

学校に 「らくだ」が入る時

平丼: 学校に入ねる時、最初に校長に

許可を取るのはやめたんだよね、私の

助言で (笑)。

丼上:は い (笑)、勝手に。それで、報告

だけはしました。そうしないと広がらな

いので。

平丼:最初は何年生に使つたんですか?

丼上:2年 生だつたかな一。

平丼:どういうふうにやったんですか?

丼上:2年 生なので、教えることが少な

いし、算数の時間を半分使つちゃおうと、

毎日やりました。

平丼:どうでした?

丼上:そ うですね。子どもは、自分ので

きるところをやるから、結構食いついて

くるんですよ。

平丼:今 までやっていた授業の感触と

違う?

丼上:違 います。自分もすこくラクだし。

ラクというのは`自分なりに考えなく

ちゃいけないこととか、 理解するため

にどうしたらいいか、というのを考えな

かつたから。プリントさえ使えば、ラク

です。それで、やらなくなつた時、「わか

らない」と言つたB寺どうすればいいかと

か、そういう「新しい指導法」みたいな

ものが出てきたので、そねを考えるよ

うになりました。

平丼: 井上さん自身、「らくだ」が入つ

たことで、子どもへの関わり方とか宿題

の出し方とか、今まで当たり前だと思つ

ていたことが、そうじゃなかつたという

ことがありますか?

丼上:そ うですね。自習のやり方とか、

変わりましたね。すべて分単位で私が「こ

れをやつて、次にこねをやって」と決め

つけていたのが、ほとんどなくなりまし

た。一応前の日に子どもたちが自分で

計画はたてますけねど。他の先生から

言わせると、「丼上先生のクラスは、自

習がスゴイ」。

平丼:そ うなんですか?

丼上:何 だか、子どもは自分で厳しく考

えてるみたしヽで、自分で自分のクビを

絞めてます (笑)。

平丼:子ども自身がね (笑)。

「わからないところにぶつかっ

た時にどうするか」・̈学習者み

んなが困るシステム

平丼:今 まで、「らくだ」をやつていて、

やめちゃおうと思つたことはないの?

丼上:そ れはないですね。やっぱりこの

システムはすこいと思うんです。平丼

さんは怖いけど(笑)。

平丼: オレ怖い?(笑 )嘘だよ。どの辺

が「すこい」と思うの?

丼上: やっぱり、システムというか、平

丼さんが言われたように、「わからない

ところにぶつかった時にどうするかが

勝負だ」、こねが、本当だと思うんです。



もうわかつているところだけやつて鼻

高くなつている奴もいるし、自分と全然

違うレベルのところでもヒーヒー言つ

ている奴がいるというのが教室ですから。

それでも 「らくだ」だったら、みんな自

分の合うところをやればいい。

平丼:み んなができないところをやる

んだよね。

丼上:そ うですね、みんな、困つている

んです。みんな困つて、もうヒーコラ言

つて、みんな 「やりたくない、やりたくな

い」つてわめいて、そういう子でも頭の

中で100/oくらい 「やらなくちゃ、できる

ようになりたい」という気持ちがあるの

で、そこを何とかしようと、そこにこっ

ちは勝負をかけている。…面自いですね。

平丼:み んな困つているつて、いいでし

よ?

丼上:いいです| ホントいいです。

平丼:普通、先生は、そういうのを「いい」

つて言わないじゃないですか? 困らな

いようにするのが学校、という側面もあ

るでしょ?

丼上:だからね、できる奴がいい気にな

るつて、ちょつと違うんじゃないかな…。

平丼:今 の教育のシステムだと、ちょつ

とできていい気になつている奴をいい

気にさせない方法つてないよね。やさ

しいことやって、できて、得意満面なん

だよね。それを 「自信」とか言う訳です

よね。

丼上:そ ういう子に、実際は授業を引き

ずられるわけです。でも、「らくだ」を

やるとみんな一緒に困るから、いいなぁ、

と。

平丼:み んなが困つていて、なおかつ、

困つている点を自分で解決できるわけ

だから。

丼上:そ うですね。だから、これを学校

に入ねてみたらいいと思うんです。

学 校 導 入 の 実 践

平丼: 今、学校の中で導入するんだっ

たら、こういうカタチがいいんじゃないわ`、

というのはありますか?

丼上:「 クラブ」の時間がいいんじゃな

いかと言う先生もいたのですが、今回

は希望人数が少なくてできませんでした。

自分が3年間続けているのでは、朝の始

業前の時間、小倉小で言えば朝の15分

間のチャレンジタイムで入れるのがい

いのではないかと思つています。ただ、

私の場合には、「家でやる」というのを

基本にしているので、このチャレンジタ

イムの時間にやるのは、「本目談日」にな

つた子だけです。それ以外の子は、自習

をしています。

平丼:じ ゃあ、全員がやるわけじゃない

んだね?

丼上:は い。だいたい1週間に1回は必

ず相談日になっていますが、2週間に1

回の相談日の子もいます。

平丼:「らくだ」のプリントは、学校では

やらないんだ?

丼上:基 本的には家で、です。学校でや

ると、家でやらなくなりますから。特別に、

チャレンジタイムでプリントをやれる子

というのは、記録表を持つて来ない子と

か、どうしても家でできない子で、そう

いう子に関しては、「lヶ月間だけ学校

でやるようにしようか」と提案したりし

ています。

平丼: クラス外の子は何人ぐらいみて

いるんですわ`?

丼上: 今は、人数を把握していないの

ですが、だいたい、20人から30人ぐらい

います。

平丼:そ んなにいるんだ。

丼上:そねは、お母さんがロコミで、「丼

上先生がこんなことやつている」という

ので、来る子が多いですね。

平丼:お話を閏いていると、要するに丼

上さんは 「らくだ」を取り入ねて、ラク

になつたんですね?

丼上:は い、以前、平丼さんが 「この教

材は、先生をラクにする教材だよ」と言

われたことがあるのですが、「あ、ホン

トだな」と思うんです。そ祖くらい、すこ

く学力に差があつても、いつでも、この

プリントを見せれば、やれる。特に算数。

だから、一番いいのは、中学、小学校高

学年ぐらいで、何かの機会でこねをや

ることができればいいな、と思いますね。

平丼:他 に、変わつたところはあります

か?

丼上: 自分は子どもとよく話すように

なりました。前も話していたのかもしれ

ませんが、前は 「オレについて来い」と

いう感じで 「これやろう、これやろう」と

いう感じの会話だつたと思うんですね。

そねが、最近、話すようになりました。

まあ、変わらないところは、変わらない

ですけねどね (笑)。

丼上清

平丼雷太
井上清三 (いのうえせいぞう)

川ll市立小倉小学校6年担任。
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